
5

　
経
済
と
環
境
と
が
調
和
し
た
二
酸
化
炭
素

の
排
出
が
少
な
い
社
会
を
め
ざ
し
、
地
球
を

良
好
な
状
態
で
子
ど
も
た
ち
や
さ
ら
に
未
来

の
人
々
に
引
き
継
ぐ
こ
と
を
目
的
と
し
て
制

定
さ
れ
た
こ
の
条
例
の
も
と
、
区
は
区
民
や

事
業
者
と
一
体
と
な
っ
て
地
球
温
暖
化
対
策

を
進
め
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
取
組
が
評
価
さ
れ
、
平
成
21
年

に
は
、
国
か
ら
環
境
モ
デ
ル
都
市
と
し
て
選

定
さ
れ
ま
し
た
。

　
環
境
モ
デ
ル
都
市
と
は
、
持
続
可
能
な
低

炭
素
社
会
の
実
現
に
向
け
高
い
目
標
を
掲
げ

て
先
駆
的
な
取
組
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
都
市

で
す
。
現
在
、
全
国
で
23
都
市
あ
り
ま
す
が
、

都
内
で
は
千
代
田
区
だ
け
が
唯
一
選
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

「
千
代
田
区
は
日
本
の
経
済
の
中
心
、
だ
け

ど
比
較
的
緑
が
多
く
て
、
産
業
と
自
然
の
調

和
が
と
れ
た
、
過
ご
し
や
す
い
区
だ
よ
ね
。」

「
今
よ
り
も
っ
と
千
代
田
区
を
緑
で
い
っ
ぱ

い
に
し
て
『
緑
の
区
、
千
代
田
』
と
呼
ば
れ

る
よ
う
に
し
た
い
ね
。」

　
こ
の
よ
う
な
対
話
で
は
じ
ま
る
千
代
田
区

地
球
温
暖
化
対
策
条
例
は
、
中
学
生
の
対
話

を
前
文
に
盛
り
込
ん
だ
全
国
的
に
も
め
ず
ら

し
い
形
の
条
例
で
す
。

　
平
成
20
年
に
施
行
さ
れ
、
２
０
２
０
年
ま

で
に
区
内
の
二
酸
化
炭
素
排
出
量
を
１
９
９

０
年
に
比
べ
て
25
パ
ー
セ
ン
ト
削
減
し
よ
う

と
自
治
体
で
は
じ
め
て
具
体
的
な
数
値
目
標

を
定
め
ま
し
た
。

千
代
田
区
は
、
企
業
や
大
学
・
専
門
学
校
な
ど
が
多
く
立
地
す
る
地
域
で
す
。
官
庁
街
で
あ
る
霞
が
関
、

企
業
の
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
が
並
ぶ
大
手
町
や
丸
の
内
・
有
楽
町
、
電
気
街
の
あ
る
秋
葉
原
、
学
生
街
・
古
本
屋
街

と
し
て
知
ら
れ
る
神
保
町・お
茶
の
水・水
道
橋
な
ど
、様
々
な
街
並
み
が
そ
ろ
い
ま
す
。
い
ま
、千
代
田
区
で
は
、

区
民
・
企
業
・
学
校
な
ど
が
地
球
温
暖
化
配
慮
行
動
に
自
主
的
に
取
り
組
む
基
盤
が
育
ち
つ
つ
あ
り
ま
す
。

区
で
は
明
治
大
学
の
学
生
と
協
力
し
、
区
内
企
業
の
平
成
27
年
度
地
球
温
暖
化
配
慮
行
動
の
主
な
取
組
を

ま
と
め
た
事
例
集
「
御お

仕し

事ご
と

“
恵え

呼こ

化か

”
見み

本ほ
ん

帖ち
ょ
う」

を
発
行
し
ま
し
た
。

地
域
が
支
え
る
環
境
モ
デ
ル
都
市
・
千
代
田
区

　
　〜
区
民・企
業・学
校
が
自
主
的
に
地
球
温
暖
化
配
慮
行
動
に
取
り
組
む
ま
ち
〜

環
境
モ
デ
ル
都
市・千
代
田
区

千代田区が平成23年に開始した温暖化配慮行動計画書制度に
より優れた取組を行う事業所に授与されるトロフィーは、姉妹
都市で秋田杉の産地である五城目町で作られた、天然秋田杉と
神代杉の組子細工が施されたもの

広報担当おすすめスポット

“わたしのまち”

千代田区
平成21年に国から環境モデル都市として選定された千代
田区。東京23区の中心にありながらみどりが多い。
❶ボート場から見た千鳥ヶ淵、❷半蔵門の入口から見た官
庁街、❸正門石橋、❹正門石橋前から見た丸の内、❺靖国
神社側から見た千鳥ヶ淵
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❺

❶

❹
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◆
つ
り
し
の
ぶ

　
つ
り
し
の
ぶ
は
、
竹
な
ど
の
芯
材
に
山
苔

を
巻
き
つ
け
、
シ
ノ
ブ
草
を
は
わ
せ
た
観
賞

用
の
樹
木
で
す
。
江
戸
時
代
に
庭
師
た
ち
が

お
得
意
様
へ
の
お
中
元
用
に
作
っ
た
の
が
始

ま
り
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
日
本
の
夏
の
風
物

詩
と
し
て
、
軒
下
な
ど
に
吊
る
し
、
涼
を
取

る
た
め
に
用
い
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
現
在
は
卓
上
で
楽
し
め
る
品
も
誕

生
し
、
多
く
の
人
々
か
ら
親
し
ま
れ

て
い
ま
す
。

◆
江
戸
ゆ
か
た

　
江
戸
ゆ
か
た
は
、
柄
が
繊
細
で
細

か
い
こ
と
か
ら
現
代
で
は
染
色
が
困

難
と
さ
れ
る
「
古
代
柄
（
江
戸
〜
明

治
時
代
の
染
型
紙
）」
を
再
現
・
復

刻
さ
せ
た
浴
衣
で
す
。
全
国
か
ら
収

集
し
た
約
３
万
枚
の
古
代
柄
を
用
い
、

染
色
か
ら
乾
燥
ま
で
全
て
手
作
業
で

一
つ
ひ
と
つ
丁
寧
に
行
わ
れ
て
い
ま

す
。

　
古
代
柄
を
複
数
組
み
合
わ
せ
た
独

自
の
絵
柄
と
裏
面
に
も
現
れ
る
鮮
や

か
な
色
合
い
が
、
魅
力
を
一
層
際
立

た
せ
て
い
ま
す
。

◆
江
戸
扇
子

　
江
戸
扇
子
は
、
江
戸
の
町
人
文
化

か
ら
生
ま
れ
、
30
も
の
工
程
を
職
人

１
人
で
製
作
す
る
伝
統
工
芸
品
で
す
。
き
ら

び
や
か
な
京
扇
子
に
比
べ
、
骨
の
数
が
少
な

く
折
り
幅
が
広
い
の
が
特
徴
で
す
。
現
在
で

は
都
内
で
わ
ず
か
数
人
と
な
っ
た
職
人
が
、

伝
統
の
技
を
受
け
継
ぎ
、
一
つ
ひ
と
つ
丁
寧

に
製
作
し
て
い
ま
す
。

　
パ
チ
ッ
と
音
を
立
て
て
き
れ
い
に
閉
じ
る

様
か
ら
、
江
戸
の
粋
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

　
今
年
７
月
に
行
わ
れ
る
「
第
45
回
江
戸
川

区
特
産
金
魚
ま
つ
り
」
で
も
ポ
ス
タ
ー
や
チ

ラ
シ
な
ど
の
広
告
物
を
通
じ
て
、
江
戸
川
区

の
魅
力
を
広
く
Ｐ
Ｒ
す
る
予
定
で
す
。

　
平
成
28
年
６
月
に
は
、
東
京
ブ
ラ
ン
ド
共

同
企
画
と
し
て
「
Ｅ
Ｄ
Ｏ
＆
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
」

の
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
を
開
発
。「
江
戸
て
ぬ

ぐ
い
」、「
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
江
戸
扇
子
」、

「
江
戸
風
鈴
」
と
い
っ
た
伝
統
工
芸
品
を
用

い
た
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
グ
ッ
ズ
を
楽
天
シ

ョ
ッ
プ
「
え
ど
コ
レ
！
」
な
ど
で
販
売

し
て
い
ま
す
。

　
江
戸
川
区
の
産
業
や
伝
統
文
化
が
広

く
国
内
外
へ
情
報
発
信
さ
れ
る
機
会
も

増
え
つ
つ
あ
り
ま
す
。
そ
れ
を
き
っ
か

け
に
、
江
戸
川
区
の
夏
の
風
物
詩
を
満

喫
し
て
み
る
の
も
楽
し
い
で
し
ょ
う
。

　
平
成
28
年
度
か
ら
は
、
江
戸
川
区
の
伝
統

や
文
化
を
全
国
や
世
界
に
向
け
て
発
信
し
、

区
の
魅
力
を
広
め
る
た
め
「
＆
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ

Ｏ
」
を
活
用
し
た
Ｐ
Ｒ
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
活
用
す
る
ロ
ゴ
・
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
は
、

区
の
伝
統
産
業
で
あ
る
金
魚
を
モ
チ
ー
フ
に

し
た
「
江
戸
川
金
魚
＆
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
」
と

「
Ｅ
Ｄ
Ｏ
Ｇ
Ａ
Ｗ
Ａ 

Ｋ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
Ｙ
Ｏ
＆
Ｔ
Ｏ

Ｋ
Ｙ
Ｏ
」
の
２
種
類
が
採
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

「第34回日本観賞魚フェア」で、初め
て「＆TOKYO」のロゴ・キャッチコ
ピーを使用し、「リュウキン」の画像
とともに全国に向けてアピールした

江戸扇子職人の松井宏さ
ん。花菖蒲など季節に合
った扇子も人気

江戸川区
広報担当おすすめスポット

“わたしのまち”

＆
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
の
取
組

江戸風鈴職人の
篠原儀治さんと
由香利さん。子
孫代々伝統が受
け継がれている

都内では唯一とな
ったつりしのぶ職
人の深野晃正さん

「EDO&TOKYO」のロゴを用いた５色展開の
商品。現代的で洗練されたデザインは、江戸の
粋を感じつつ、新たな魅力を発揮している

江
戸
て
ぬ
ぐ
い

グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
江
戸
扇
子

江
戸
風
鈴

３万枚もの古代型を所有。
丹精込めて染め上げる江戸
ゆかた職人髙橋榮一さん

45 広報担当おすすめスポット“わたしのまち”　第38回

江
戸
川
区

千
代
田
区

文

京
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野
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央

区

台
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区

目

黒

区

杉

並

区

江

東

区

特
別
区
競
馬
組
合
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題
と
な
り
、
各
マ
ス
コ
ミ
等
に
も
取
り
上
げ

ら
れ
ま
し
た
。

「
御
仕
事
＂
恵
呼
化
＂
見
本
帖
」
と
い
う
名

称
も
学
生
た
ち
が
考
え
た
も
の
で
、
ほ
か
の

企
業
に
も
参
考
に
し
て
も
ら
い
、
区
内
に
恵

成
・
発
行
し
ま
し
た
。

　
明
治
大
学
政
治
経
済
学
部
大
森
ゼ
ミ
ナ
ー

ル
で
環
境
経
済
学
を
学
ぶ
学
生
ら
10
名
と
大

森
正
之
教
授
が
作
成
に
携
わ
っ
た
こ
の
事
例

集
は
、
今
年
２
月
に
発
行
さ
れ
る
や
大
変
話

み
を
呼
ぶ
と
い
う
願
い
を
こ
め
て
名
付
け
た

そ
う
で
す
。
ま
た
、「
読
み
や
す
く
参
考
に

し
た
く
な
る
冊
子
を
め
ざ
そ
う
」
と
、
誌
面

の
中
で
学
生
た
ち
が
自
分
た
ち
の
言
葉
で
事

業
所
の
取
組
を
紹
介
し
た
り
、
事
業
所
Ｃ
Ｓ

Ｒ
担
当
に
取
材
し
、
直
接
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を

行
っ
た
り
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
お
す
す
め

の
環
境
関
連
図
書
の
ペ
ー
ジ
を
設
け
る
こ
と

で
よ
り
広
く
環
境
問
題
に
興
味
を
持
っ
て
も

ら
え
る
よ
う
な
つ
く
り
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
冊
子
に
は
、
屋
上
庭
園
を
造
っ
た
り
、
消

灯
時
間
を
設
け
た
り
、
社
員
に
よ
る
地
域
の

清
掃
活
動
の
様
子
や
社
内
で
席
を
長
く
離
れ

る
場
合
に
パ
ソ
コ
ン
の
電
源
を
切
る
よ
う
注

意
を
促
す＂
エ
コ
パ
ト
ロ
ー
ル
＂を
実
施
す
る

な
ど
、
事
業
所
ご
と
に
個
性
あ
ふ
れ
る
取
組

が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
普
段
な
か
な
か
知
る

機
会
の
な
い
企
業
の
温
暖
化
配
慮
行
動
へ
の

取
組
に
つ
い
て
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
２
月
26
日
に
は
、
事
例
集
が
完
成
し
た
こ

と
を
報
告
す
る
た
め
学
生
た
ち
が
石
川
雅
己

千
代
田
区
長
を
訪
ね
ま
し
た
。
学
生
た
ち
が

＂
恵
呼
化
＂
と
名
付
け
た
と
き
の
想
い
や
、

作
成
に
携
わ
っ
た
感
想
な
ど
熱
い
想
い
を
受

け
て
石
川
区
長
は
、「
地
球
温
暖
化
対
策
条

例
は
中
学
生
の
地
球
温
暖
化
に
対
す
る
思
い

を
前
文
と
し
た
も
の
だ
が
、
あ
の
と
き
中
学

生
で
現
在
は
大
学
生
と
な
っ
た
君
た
ち
が
こ

の
よ
う
に
企
業
と
環
境
に
つ
い
て
考
え
て
い

る
と
思
う
と
感
慨
深
い
も
の
が
あ
る
。
こ
の

『
御
仕
事
＂
恵
呼
化
＂
見
本
帖
』
を
作
成
し

た
と
き
の
思
い
を
＂
バ
ト
ン
＂
と
し
て
未
来

に
つ
な
げ
て
ほ
し
い
」
と
語
り
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
区
で
は
、
環
境
負
荷
が
少
な
く
、

自
動
車
使
用
か
ら
の
転
換
に
よ
る
Ｃ
О
２
排

出
量
削
減
等
が
期
待
で
き
る
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
サ
イ
ク
ル
事
業
実
証
実
験
「
ち
よ
く
る
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
区
内
47
カ
所
も
の
サ

イ
ク
ル
ポ
ー
ト
で
自
転
車
の
貸
出
・
返
却
が

可
能
な
の
で
、
区
内
を
ら
く
に
移
動
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
皇
居
の
ま
わ
り
や
千
鳥
ヶ
淵
、
日
比
谷
公

園
な
ど
、
環
境
モ
デ
ル
都
市
・
千
代
田
区
の

豊
か
な
み
ど
り
と
や
さ
し
い
風
を
自
転
車
で

感
じ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

千代田区
広報担当おすすめスポット

“わたしのまち”

現在はコミュニティサイクル事業に積極的に取り組む４区（千
代田区・中央区・港区・江東区）で、区境を越えた広域的な相
互利用の実現に向けた４区乗り入れ実証実験も実施している

　平成27年度の各事業所の温暖化配慮行動の主な取組事
例集として、明治大学政治経済学部の学生たちと千代田
区環境まちづくり部環境政策課、千代田エコシステム推
進協議会で作成した。区役所２階区政情報コーナー、区内
各出張所、図書館等で配布されている。（Ａ４版32ページ）

御仕事
“恵呼化”
見本帖

「企業が環境配慮を
通して地域と

繋がっていることに
感銘を受けた」

「一流企業の
社員が持つ雰囲気に

緊張した。
社会人のマナー
を学んだ」

◆環境ビジネスへの理解が深まる！
  『排出権商人』黒木 亮（角川文庫）
◆未来の環境配慮型自動車の行方はどうなるのか!?
  『ゼフィラム』楡 周平（朝日文庫）
◆“食の安全”と“農薬”がテーマ
  『黙示』真山 仁（新潮文庫）

明大生がおすすめする環境関連図書

大学生とつくった

※「御仕事“恵呼化”
見本帖」より
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な
ど
が
集
ま
り
、
政
治
・
経
済
の
中
心
を
担

っ
て
い
る
地
域
で
す
。

　
ま
た
、
昼
夜
の
人
口
差
が
大
き
い
の
も
特

徴
で
、
夜
間
人
口
が
約
５
万
９
０
０
０
人

（
平
成
28
年
６
月
１
日
現
在
）
な
の
に
対
し
、

昼
間
は
約
82
万
人
も
の
人
が
通
勤
・
通
学
な

ど
で
区
内
に
集
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
区
で
は
、
Ｃ
О
２
排
出
量
の
76
パ
ー
セ
ン

ト
を
オ
フ
ィ
ス
を
中
心
と
す
る
業
務
部
門
が

占
め
て
い
る
た
め
、
業
務
部
門
の
Ｃ
О
２
排

出
量
を
い
か
に
削
減
す
る
か
が
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
企
業
や
学
校
に
働

き
か
け
、
昼
間
区
民
が
環
境
に
配
慮
す
る
意

識
や
行
動
を
身
に
つ
け
て
日
常
的
に
実
行
す

地
域
で
独
自
に
温
暖
化
配
慮
行
動
に

取
り
組
む
ま
ち

　
千
代
田
区
で
は
い
ま
、
企
業
・
学
校
が
自

主
的
に
地
球
温
暖
化
配
慮
行
動
に
取
り
組
む

基
盤
が
育
ち
つ
つ
あ
り
ま
す
。
区
が
行
政
と

し
て
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
行
う
と
同
時
に
、

区
内
の
企
業
や
学
校
も
先
駆
的
な
独
自
の
取

組
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
千
代
田
区
は
皇
居
を
中
心
と
す
る
水
と
み

ど
り
に
囲
ま
れ
た
豊
か
な
自
然
環
境
に
恵
ま

れ
て
お
り
、
面
積
は
11
・
66
平
方
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
と
東
京
都
で
５
番
目
に
小
さ
い
区
で
す

が
、
わ
が
国
を
代
表
す
る
大
企
業
や
官
公
庁

れ
ば
、
地
球
温
暖
化
防
止
に
大
き

な
効
果
が
あ
る
と
考
え
ま
し
た
。

そ
こ
で
区
で
は
、
平
成
23
年
に
温

暖
化
配
慮
行
動
計
画
書
制
度
の
運

用
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
区
内
の
各
事
業
所
が

日
頃
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る
「
環

境
活
動
」「
環
境
教
育
」「
地
域
貢

献
」
な
ど
の
地
球
温
暖
化
配
慮
行

動
に
つ
い
て
、
そ
の
実
施
状
況
や

計
画
を
報
告
し
て
も
ら
う
も
の
で
、

区
で
は
そ
の
取
組
を
公
表
し
、
さ

ら
に
そ
の
中
で
も
優
良
な
も
の
を

表
彰
す
る
こ
と
で
、
事
業
者
の
環
境
へ

の
取
組
の
普
及
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
平
成
27
年
度
は
２
４
９
の
事
業
所
が
エ
ン

ト
リ
ー
し
、
４
事
業
所
を
表
彰
し
ま
し
た
。

　
区
内
に
は
、
主
体
的
に
環
境
共
生
に
取
り

組
む
企
業
で
構
成
さ
れ
る
民
間
団
体
（
大
丸

有
環
境
共
生
型
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
会
）
や
、

区
民
、
企
業
、
大
学
、
行
政
な
ど
が
協
働
し

て
温
暖
化
対
策
等
に
取
り
組
む
協
議
会
（
一

般
社
団
法
人
千
代
田
エ
コ
シ
ス
テ
ム
推
進
協

議
会
）
な
ど
が
組
織
化
さ
れ
、
公
民
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
が
築
か
れ
て
い
ま
す
。

　
最
新
版
と
な
る
平
成
27
年
度
は
、
よ
り
幅

広
い
世
代
に
手
に
と
っ
て
も
ら
い
、
各
事
業

所
の
先
駆
的
な
取
組
を
広
く
知
っ
て
も
ら
う

た
め
、
千
代
田
エ
コ
シ
ス
テ
ム
推
進
協
議
会

の
ほ
か
明
治
大
学
の
学
生
と
協
力
し
、
事
例

集
「
御
仕
事
＂
恵
呼
化
＂
見
本
帖
」
を
作

　
平
成
23
年
よ
り
実
施
し
て
い
る
温
暖
化
配

慮
行
動
計
画
書
制
度
に
つ
い
て
、
ほ
か
の
事

業
所
が
行
っ
て
い
る
取
組
を
知
り
た
い
と
い

う
事
業
所
担
当
者
か
ら
の
声
に
応
え
る
た
め
、

区
で
は
、
平
成
24
年
度
か
ら
各
事
業
所
の
取

組
を
毎
年
公
表
し
て
い
ま
す
。

事
例
集﹁
御お

仕し

事ご
と＂
恵え

呼こ

化か

＂見み

本ほ
ん

帖ち
ょ
う

﹂を
発
行

千代田区
広報担当おすすめスポット

“わたしのまち”

千代田区は東京都で唯一の環境モデル都市

平成27年度

❶下川町（北海道）
❷帯広市（北海道）
❸千代田区（東京都）
❹横浜市（神奈川県）
❺飯田市（長野県）
❻富山市（富山県）
❼豊田市（愛知県）
❽京都市（京都府）
❾堺市（大阪府）
10梼原町（高知県）
11北九州市（福岡県）
12水俣市（熊本県）
13宮古島市（沖縄県）
14新潟市（新潟県）
15つくば市（茨城県）

16御嵩町（岐阜県）
17尼崎市（兵庫県）
18神戸市（兵庫県）
19西粟倉村（岡山県）
20松山市（愛媛県）
21ニセコ町（北海道）
22生駒市（奈良県）
23小国町（熊本県）

※ ❶～13は平成20
年度、14～20は
平成24年度、21
～23は平成25年
度にそれぞれ選
定された。

“Chiyoda Eco System”の頭文字を
とって「CES」の略称で呼ばれること
の多い、千代田区が独自に構築した、
環境配慮行動を促進するための仕組み。
　区内の企業や学校に通勤・通学する
人を含めると昼間人口が約82万人にも
なる千代田区では、区のＣО２を削減
するためには、これらすべての人の協
力が必要となる。そこで、区の住人や
通学者等個人向けのクラス１、個人事

業主向けのクラス２、企業・学校・病院・
各種団体等事業所向けのクラス３に分
け、それぞれに合ったエコ活動を実践
できるようになっている。導入した企
業からは、「組織で取り組む重要性を認
識した」「会社全体で取り組むことで、
社員一人ひとりが環境に対する意識を
持つきっかけができた」「CES活動をす
ることで会社の経費削減につながって
いる」といった声があがっている。

省エネ・省資源活動、緑化推進、地域清掃、マイバッグ、マイはし、エコポイントなど
個人向けクラス１

節電やゴミの減量などの関心事項について目標や計画を設定し、自己点検までを行う
個人事業主向けクラス２

環境配慮活動計画の策定、自己点検、報告書の作成、外部監査、見直し、認証
事業所向けクラス３

環境モデル都市

温暖化配慮行動計画書制度

千代田エコシステム（CES）とは

千代田区は東京都で唯一の環境モデル都市

16御嵩町（岐阜県）
17尼崎市（兵庫県）
18神戸市（兵庫県）
19西粟倉村（岡山県）
20松山市（愛媛県）
21ニセコ町（北海道）
22生駒市（奈良県）
23小国町（熊本県）

※ ❶～13は平成20
年度、14～20
平成24年度、
～23は平成25年
度にそれぞれ選
定された。

環境モデル都市

優良な取組を実施したとして表彰された事業者

三井住友海上火災保険株式会社
取組の一部：Web約款やeco保険証券の推奨、駿河台ビルで
の屋上庭園や菜園等緑化を行い、地域に開放するなどしている。

最優秀賞

取組の一部：毎月の電気使用量を社員にメールで周知するなどの
見える化、環境教育として全社員にｅラーニングを実施するなど。

日本紙通商株式会社環境
配慮賞

株式会社大塚商会
取組の一部：社内でのエコパトロールの実施や、使い捨てコン
タクトレンズの空ケースのリサイクル運動など。

特別賞

東京センチュリーリース株式会社
取組の一部：独自のクラウドサービスによるペーパーレス化や、
社員による定期的な清掃活動など。

優秀賞

14

15
❸❹

❻
❺

❼
16

22
❽

❾
17
1819

20
10

11
23
12

❶

❷21

❹❹❹

13

46
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題
と
な
り
、
各
マ
ス
コ
ミ
等
に
も
取
り
上
げ

ら
れ
ま
し
た
。

「
御
仕
事
＂
恵
呼
化
＂
見
本
帖
」
と
い
う
名

称
も
学
生
た
ち
が
考
え
た
も
の
で
、
ほ
か
の

企
業
に
も
参
考
に
し
て
も
ら
い
、
区
内
に
恵

成
・
発
行
し
ま
し
た
。

　
明
治
大
学
政
治
経
済
学
部
大
森
ゼ
ミ
ナ
ー

ル
で
環
境
経
済
学
を
学
ぶ
学
生
ら
10
名
と
大

森
正
之
教
授
が
作
成
に
携
わ
っ
た
こ
の
事
例

集
は
、
今
年
２
月
に
発
行
さ
れ
る
や
大
変
話

み
を
呼
ぶ
と
い
う
願
い
を
こ
め
て
名
付
け
た

そ
う
で
す
。
ま
た
、「
読
み
や
す
く
参
考
に

し
た
く
な
る
冊
子
を
め
ざ
そ
う
」
と
、
誌
面

の
中
で
学
生
た
ち
が
自
分
た
ち
の
言
葉
で
事

業
所
の
取
組
を
紹
介
し
た
り
、
事
業
所
Ｃ
Ｓ

Ｒ
担
当
に
取
材
し
、
直
接
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を

行
っ
た
り
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
お
す
す
め

の
環
境
関
連
図
書
の
ペ
ー
ジ
を
設
け
る
こ
と

で
よ
り
広
く
環
境
問
題
に
興
味
を
持
っ
て
も

ら
え
る
よ
う
な
つ
く
り
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
冊
子
に
は
、
屋
上
庭
園
を
造
っ
た
り
、
消

灯
時
間
を
設
け
た
り
、
社
員
に
よ
る
地
域
の

清
掃
活
動
の
様
子
や
社
内
で
席
を
長
く
離
れ

る
場
合
に
パ
ソ
コ
ン
の
電
源
を
切
る
よ
う
注

意
を
促
す＂
エ
コ
パ
ト
ロ
ー
ル
＂を
実
施
す
る

な
ど
、
事
業
所
ご
と
に
個
性
あ
ふ
れ
る
取
組

が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
普
段
な
か
な
か
知
る

機
会
の
な
い
企
業
の
温
暖
化
配
慮
行
動
へ
の

取
組
に
つ
い
て
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
２
月
26
日
に
は
、
事
例
集
が
完
成
し
た
こ

と
を
報
告
す
る
た
め
学
生
た
ち
が
石
川
雅
己

千
代
田
区
長
を
訪
ね
ま
し
た
。
学
生
た
ち
が

＂
恵
呼
化
＂
と
名
付
け
た
と
き
の
想
い
や
、

作
成
に
携
わ
っ
た
感
想
な
ど
熱
い
想
い
を
受

け
て
石
川
区
長
は
、「
地
球
温
暖
化
対
策
条

例
は
中
学
生
の
地
球
温
暖
化
に
対
す
る
思
い

を
前
文
と
し
た
も
の
だ
が
、
あ
の
と
き
中
学

生
で
現
在
は
大
学
生
と
な
っ
た
君
た
ち
が
こ

の
よ
う
に
企
業
と
環
境
に
つ
い
て
考
え
て
い

る
と
思
う
と
感
慨
深
い
も
の
が
あ
る
。
こ
の

『
御
仕
事
＂
恵
呼
化
＂
見
本
帖
』
を
作
成
し

た
と
き
の
思
い
を
＂
バ
ト
ン
＂
と
し
て
未
来

に
つ
な
げ
て
ほ
し
い
」
と
語
り
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
区
で
は
、
環
境
負
荷
が
少
な
く
、

自
動
車
使
用
か
ら
の
転
換
に
よ
る
Ｃ
О
２
排

出
量
削
減
等
が
期
待
で
き
る
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
サ
イ
ク
ル
事
業
実
証
実
験
「
ち
よ
く
る
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
区
内
47
カ
所
も
の
サ

イ
ク
ル
ポ
ー
ト
で
自
転
車
の
貸
出
・
返
却
が

可
能
な
の
で
、
区
内
を
ら
く
に
移
動
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
皇
居
の
ま
わ
り
や
千
鳥
ヶ
淵
、
日
比
谷
公

園
な
ど
、
環
境
モ
デ
ル
都
市
・
千
代
田
区
の

豊
か
な
み
ど
り
と
や
さ
し
い
風
を
自
転
車
で

感
じ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

千代田区
広報担当おすすめスポット

“わたしのまち”

現在はコミュニティサイクル事業に積極的に取り組む４区（千
代田区・中央区・港区・江東区）で、区境を越えた広域的な相
互利用の実現に向けた４区乗り入れ実証実験も実施している

　平成27年度の各事業所の温暖化配慮行動の主な取組事
例集として、明治大学政治経済学部の学生たちと千代田
区環境まちづくり部環境政策課、千代田エコシステム推
進協議会で作成した。区役所２階区政情報コーナー、区内
各出張所、図書館等で配布されている。（Ａ４版32ページ）

御仕事
“恵呼化”
見本帖

「企業が環境配慮を
通して地域と

繋がっていることに
感銘を受けた」

「一流企業の
社員が持つ雰囲気に

緊張した。
社会人のマナー
を学んだ」

◆環境ビジネスへの理解が深まる！
  『排出権商人』黒木 亮（角川文庫）
◆未来の環境配慮型自動車の行方はどうなるのか!?
  『ゼフィラム』楡 周平（朝日文庫）
◆“食の安全”と“農薬”がテーマ
  『黙示』真山 仁（新潮文庫）

明大生がおすすめする環境関連図書

大学生とつくった

※「御仕事“恵呼化”
見本帖」より
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な
ど
が
集
ま
り
、
政
治
・
経
済
の
中
心
を
担

っ
て
い
る
地
域
で
す
。

　
ま
た
、
昼
夜
の
人
口
差
が
大
き
い
の
も
特

徴
で
、
夜
間
人
口
が
約
５
万
９
０
０
０
人

（
平
成
28
年
６
月
１
日
現
在
）
な
の
に
対
し
、

昼
間
は
約
82
万
人
も
の
人
が
通
勤
・
通
学
な

ど
で
区
内
に
集
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
区
で
は
、
Ｃ
О
２
排
出
量
の
76
パ
ー
セ
ン

ト
を
オ
フ
ィ
ス
を
中
心
と
す
る
業
務
部
門
が

占
め
て
い
る
た
め
、
業
務
部
門
の
Ｃ
О
２
排

出
量
を
い
か
に
削
減
す
る
か
が
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
企
業
や
学
校
に
働

き
か
け
、
昼
間
区
民
が
環
境
に
配
慮
す
る
意

識
や
行
動
を
身
に
つ
け
て
日
常
的
に
実
行
す

地
域
で
独
自
に
温
暖
化
配
慮
行
動
に

取
り
組
む
ま
ち

　
千
代
田
区
で
は
い
ま
、
企
業
・
学
校
が
自

主
的
に
地
球
温
暖
化
配
慮
行
動
に
取
り
組
む

基
盤
が
育
ち
つ
つ
あ
り
ま
す
。
区
が
行
政
と

し
て
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
行
う
と
同
時
に
、

区
内
の
企
業
や
学
校
も
先
駆
的
な
独
自
の
取

組
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
千
代
田
区
は
皇
居
を
中
心
と
す
る
水
と
み

ど
り
に
囲
ま
れ
た
豊
か
な
自
然
環
境
に
恵
ま

れ
て
お
り
、
面
積
は
11
・
66
平
方
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
と
東
京
都
で
５
番
目
に
小
さ
い
区
で
す

が
、
わ
が
国
を
代
表
す
る
大
企
業
や
官
公
庁

れ
ば
、
地
球
温
暖
化
防
止
に
大
き

な
効
果
が
あ
る
と
考
え
ま
し
た
。

そ
こ
で
区
で
は
、
平
成
23
年
に
温

暖
化
配
慮
行
動
計
画
書
制
度
の
運

用
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
区
内
の
各
事
業
所
が

日
頃
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る
「
環

境
活
動
」「
環
境
教
育
」「
地
域
貢

献
」
な
ど
の
地
球
温
暖
化
配
慮
行

動
に
つ
い
て
、
そ
の
実
施
状
況
や

計
画
を
報
告
し
て
も
ら
う
も
の
で
、

区
で
は
そ
の
取
組
を
公
表
し
、
さ

ら
に
そ
の
中
で
も
優
良
な
も
の
を

表
彰
す
る
こ
と
で
、
事
業
者
の
環
境
へ

の
取
組
の
普
及
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
平
成
27
年
度
は
２
４
９
の
事
業
所
が
エ
ン

ト
リ
ー
し
、
４
事
業
所
を
表
彰
し
ま
し
た
。

　
区
内
に
は
、
主
体
的
に
環
境
共
生
に
取
り

組
む
企
業
で
構
成
さ
れ
る
民
間
団
体
（
大
丸

有
環
境
共
生
型
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
会
）
や
、

区
民
、
企
業
、
大
学
、
行
政
な
ど
が
協
働
し

て
温
暖
化
対
策
等
に
取
り
組
む
協
議
会
（
一

般
社
団
法
人
千
代
田
エ
コ
シ
ス
テ
ム
推
進
協

議
会
）
な
ど
が
組
織
化
さ
れ
、
公
民
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
が
築
か
れ
て
い
ま
す
。

　
最
新
版
と
な
る
平
成
27
年
度
は
、
よ
り
幅

広
い
世
代
に
手
に
と
っ
て
も
ら
い
、
各
事
業

所
の
先
駆
的
な
取
組
を
広
く
知
っ
て
も
ら
う

た
め
、
千
代
田
エ
コ
シ
ス
テ
ム
推
進
協
議
会

の
ほ
か
明
治
大
学
の
学
生
と
協
力
し
、
事
例

集
「
御
仕
事
＂
恵
呼
化
＂
見
本
帖
」
を
作

　
平
成
23
年
よ
り
実
施
し
て
い
る
温
暖
化
配

慮
行
動
計
画
書
制
度
に
つ
い
て
、
ほ
か
の
事

業
所
が
行
っ
て
い
る
取
組
を
知
り
た
い
と
い

う
事
業
所
担
当
者
か
ら
の
声
に
応
え
る
た
め
、

区
で
は
、
平
成
24
年
度
か
ら
各
事
業
所
の
取

組
を
毎
年
公
表
し
て
い
ま
す
。

事
例
集﹁
御お

仕し

事ご
と＂
恵え

呼こ

化か

＂見み

本ほ
ん

帖ち
ょ
う

﹂を
発
行

千代田区
広報担当おすすめスポット

“わたしのまち”

千代田区は東京都で唯一の環境モデル都市

平成27年度

❶下川町（北海道）
❷帯広市（北海道）
❸千代田区（東京都）
❹横浜市（神奈川県）
❺飯田市（長野県）
❻富山市（富山県）
❼豊田市（愛知県）
❽京都市（京都府）
❾堺市（大阪府）
10梼原町（高知県）
11北九州市（福岡県）
12水俣市（熊本県）
13宮古島市（沖縄県）
14新潟市（新潟県）
15つくば市（茨城県）

16御嵩町（岐阜県）
17尼崎市（兵庫県）
18神戸市（兵庫県）
19西粟倉村（岡山県）
20松山市（愛媛県）
21ニセコ町（北海道）
22生駒市（奈良県）
23小国町（熊本県）

※ ❶～13は平成20
年度、14～20は
平成24年度、21
～23は平成25年
度にそれぞれ選
定された。

“Chiyoda Eco System”の頭文字を
とって「CES」の略称で呼ばれること
の多い、千代田区が独自に構築した、
環境配慮行動を促進するための仕組み。
　区内の企業や学校に通勤・通学する
人を含めると昼間人口が約82万人にも
なる千代田区では、区のＣО２を削減
するためには、これらすべての人の協
力が必要となる。そこで、区の住人や
通学者等個人向けのクラス１、個人事

業主向けのクラス２、企業・学校・病院・
各種団体等事業所向けのクラス３に分
け、それぞれに合ったエコ活動を実践
できるようになっている。導入した企
業からは、「組織で取り組む重要性を認
識した」「会社全体で取り組むことで、
社員一人ひとりが環境に対する意識を
持つきっかけができた」「CES活動をす
ることで会社の経費削減につながって
いる」といった声があがっている。

省エネ・省資源活動、緑化推進、地域清掃、マイバッグ、マイはし、エコポイントなど
個人向けクラス１

節電やゴミの減量などの関心事項について目標や計画を設定し、自己点検までを行う
個人事業主向けクラス２

環境配慮活動計画の策定、自己点検、報告書の作成、外部監査、見直し、認証
事業所向けクラス３

環境モデル都市

温暖化配慮行動計画書制度

千代田エコシステム（CES）とは

千代田区は東京都で唯一の環境モデル都市

16御嵩町（岐阜県）
17尼崎市（兵庫県）
18神戸市（兵庫県）
19西粟倉村（岡山県）
20松山市（愛媛県）
21ニセコ町（北海道）
22生駒市（奈良県）
23小国町（熊本県）

※ ❶～13は平成20
年度、14～20
平成24年度、
～23は平成25年
度にそれぞれ選
定された。

環境モデル都市

優良な取組を実施したとして表彰された事業者

三井住友海上火災保険株式会社
取組の一部：Web約款やeco保険証券の推奨、駿河台ビルで
の屋上庭園や菜園等緑化を行い、地域に開放するなどしている。

最優秀賞

取組の一部：毎月の電気使用量を社員にメールで周知するなどの
見える化、環境教育として全社員にｅラーニングを実施するなど。

日本紙通商株式会社環境
配慮賞

株式会社大塚商会
取組の一部：社内でのエコパトロールの実施や、使い捨てコン
タクトレンズの空ケースのリサイクル運動など。

特別賞

東京センチュリーリース株式会社
取組の一部：独自のクラウドサービスによるペーパーレス化や、
社員による定期的な清掃活動など。

優秀賞
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7

題
と
な
り
、
各
マ
ス
コ
ミ
等
に
も
取
り
上
げ

ら
れ
ま
し
た
。

「
御
仕
事
＂
恵
呼
化
＂
見
本
帖
」
と
い
う
名

称
も
学
生
た
ち
が
考
え
た
も
の
で
、
ほ
か
の

企
業
に
も
参
考
に
し
て
も
ら
い
、
区
内
に
恵

成
・
発
行
し
ま
し
た
。

　
明
治
大
学
政
治
経
済
学
部
大
森
ゼ
ミ
ナ
ー

ル
で
環
境
経
済
学
を
学
ぶ
学
生
ら
10
名
と
大

森
正
之
教
授
が
作
成
に
携
わ
っ
た
こ
の
事
例

集
は
、
今
年
２
月
に
発
行
さ
れ
る
や
大
変
話

み
を
呼
ぶ
と
い
う
願
い
を
こ
め
て
名
付
け
た

そ
う
で
す
。
ま
た
、「
読
み
や
す
く
参
考
に

し
た
く
な
る
冊
子
を
め
ざ
そ
う
」
と
、
誌
面

の
中
で
学
生
た
ち
が
自
分
た
ち
の
言
葉
で
事

業
所
の
取
組
を
紹
介
し
た
り
、
事
業
所
Ｃ
Ｓ

Ｒ
担
当
に
取
材
し
、
直
接
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を

行
っ
た
り
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
お
す
す
め

の
環
境
関
連
図
書
の
ペ
ー
ジ
を
設
け
る
こ
と

で
よ
り
広
く
環
境
問
題
に
興
味
を
持
っ
て
も

ら
え
る
よ
う
な
つ
く
り
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
冊
子
に
は
、
屋
上
庭
園
を
造
っ
た
り
、
消

灯
時
間
を
設
け
た
り
、
社
員
に
よ
る
地
域
の

清
掃
活
動
の
様
子
や
社
内
で
席
を
長
く
離
れ

る
場
合
に
パ
ソ
コ
ン
の
電
源
を
切
る
よ
う
注

意
を
促
す＂
エ
コ
パ
ト
ロ
ー
ル
＂を
実
施
す
る

な
ど
、
事
業
所
ご
と
に
個
性
あ
ふ
れ
る
取
組

が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
普
段
な
か
な
か
知
る

機
会
の
な
い
企
業
の
温
暖
化
配
慮
行
動
へ
の

取
組
に
つ
い
て
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
２
月
26
日
に
は
、
事
例
集
が
完
成
し
た
こ

と
を
報
告
す
る
た
め
学
生
た
ち
が
石
川
雅
己

千
代
田
区
長
を
訪
ね
ま
し
た
。
学
生
た
ち
が

＂
恵
呼
化
＂
と
名
付
け
た
と
き
の
想
い
や
、

作
成
に
携
わ
っ
た
感
想
な
ど
熱
い
想
い
を
受

け
て
石
川
区
長
は
、「
地
球
温
暖
化
対
策
条

例
は
中
学
生
の
地
球
温
暖
化
に
対
す
る
思
い

を
前
文
と
し
た
も
の
だ
が
、
あ
の
と
き
中
学

生
で
現
在
は
大
学
生
と
な
っ
た
君
た
ち
が
こ

の
よ
う
に
企
業
と
環
境
に
つ
い
て
考
え
て
い

る
と
思
う
と
感
慨
深
い
も
の
が
あ
る
。
こ
の

『
御
仕
事
＂
恵
呼
化
＂
見
本
帖
』
を
作
成
し

た
と
き
の
思
い
を
＂
バ
ト
ン
＂
と
し
て
未
来

に
つ
な
げ
て
ほ
し
い
」
と
語
り
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
区
で
は
、
環
境
負
荷
が
少
な
く
、

自
動
車
使
用
か
ら
の
転
換
に
よ
る
Ｃ
О
２
排

出
量
削
減
等
が
期
待
で
き
る
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
サ
イ
ク
ル
事
業
実
証
実
験
「
ち
よ
く
る
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
区
内
47
カ
所
も
の
サ

イ
ク
ル
ポ
ー
ト
で
自
転
車
の
貸
出
・
返
却
が

可
能
な
の
で
、
区
内
を
ら
く
に
移
動
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
皇
居
の
ま
わ
り
や
千
鳥
ヶ
淵
、
日
比
谷
公

園
な
ど
、
環
境
モ
デ
ル
都
市
・
千
代
田
区
の

豊
か
な
み
ど
り
と
や
さ
し
い
風
を
自
転
車
で

感
じ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

千代田区
広報担当おすすめスポット

“わたしのまち”

現在はコミュニティサイクル事業に積極的に取り組む４区（千
代田区・中央区・港区・江東区）で、区境を越えた広域的な相
互利用の実現に向けた４区乗り入れ実証実験も実施している

　平成27年度の各事業所の温暖化配慮行動の主な取組事
例集として、明治大学政治経済学部の学生たちと千代田
区環境まちづくり部環境政策課、千代田エコシステム推
進協議会で作成した。区役所２階区政情報コーナー、区内
各出張所、図書館等で配布されている。（Ａ４版32ページ）

御仕事
“恵呼化”
見本帖

「企業が環境配慮を
通して地域と

繋がっていることに
感銘を受けた」

「一流企業の
社員が持つ雰囲気に

緊張した。
社会人のマナー
を学んだ」

◆環境ビジネスへの理解が深まる！
  『排出権商人』黒木 亮（角川文庫）
◆未来の環境配慮型自動車の行方はどうなるのか!?
  『ゼフィラム』楡 周平（朝日文庫）
◆“食の安全”と“農薬”がテーマ
  『黙示』真山 仁（新潮文庫）

明大生がおすすめする環境関連図書

大学生とつくった

※「御仕事“恵呼化”
見本帖」より
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